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緒 言

襲 二余 ハ結核菌禮 内一 色素 「フチオコー ル」テ合

成 シ、ソノ(1⊃健康家 兎血糖 拉 二血清沃度酸値二及

ボ ス影響 テ検査 シ、本物 質 ガ ソノ血糖 ラ下降 セ

シメ血清沃度酸値 テ上昇 セ シムル作用 テ有 スル

ラ確詮 セ リ.該 實験 中余 ハ「フチオコー ル」注射

後第1日 尿 ガ黒褐色 二壁 ジ多量 ノ蛋 白 ラ含有 ス

ル ノ ミナ ラズ著 シク還元反慮 テ呈 スルテ認 メ、

殊 ニ ソ ノ還元 反慮 ガ糖尿 二於 ケルモ ノ ト多少

趣 テ異 ニスル テ感知 シ、本反慮物質 ノ検索 二努

メ、他方尿諸成分 二現 ハル ・影響 テ検査 シ、「フ

チオコー ル」注射 二依 リテ 惹起 セ ラル ・罷 内攣

化 ノー 牛 テ窺知 セ ント欲 セ リ。

生 艦 内 一 移 入 セ ラ レ タ ル 「フェノー ル 」、 「ク レ ゾ

ー ル 」
、 「キ ノ ン」等 ガ硫 酸 或 ハ 「グ ル ク ロ ンJ酸

ト抱 合 シ尿 中 二 排 泄 セ ラ ル ・ハ 周 知 ノ事 項 ニ シ

テ 齢 湘 「ナ フ タ リ ン」一 ア リ テ ノ・其 尿 ハ 赤 禰 色

二 憂 ジDihydronaphtho1 ,Naphthalinmerca-

ptons5ure等 ノ外 硫 酸 又 ハ 「グ ル ク ロ ン」酸 抱 合

物 ト シ テ尿 中 二 謹 明 サ ル ・ハ 既 二 報 告 セ ラ レ タ

ル 所 ナ リ。

「フ チ 才 コー ル 」ハ`5,2methyl-3hydrooxy-1 .4

naphthoquinonナ ル ガ 故=、 コ レ ガ 生 饅 内 二

於 テ 如 何 ナ ル蓮 命 二終 ル ヤ ハ 又 興 味 ラ 覧 ユ ル 所

ナ リ。

實 験 方 法

實験動物 ハ健康家 兎 テ選 ピ、毎 日早朝 一定時間

二探尿 シ實験 二供 セ リ.實 験 ハ注射前後 二於 テ

数 日間尿量、比重、PH、 蛋 白反慮、還元反鷹、

窒素量、 「ク レアチ三 ン」量、 「カル シゥム」量、

無機硫酸量、 「エー テル」硫 酸量、 「グル クロン」

酸反磨等 二就 キ實施 セ リ。PHハ 東洋水素 「イ

オ ン」濃度試験紙 テ用 ヒ、蛋 白反磨 ハ 「ズル フォ

サ リチール」酸及 ピ煮沸試験 テ併用 シ、 定量

ニハ㈹土 屋氏法 テ 用 ピタ リ。 還元 反癒 ハ 專 ラ

Nylander氏 法 ニ ヨ リ テ検 シ、 窒 素 量 ハ`7⊃Kjel-

dah1氏 法 ラ 用 ヒ、 殊 二 蛋 白 含 有 尿 二 封 シ テ ハ

之 ヲ 酷 酸 々 性 ト シ 加 温 除 蛋 白 シ、「ズ ル フ★サ リ

チ ー ル 」酸 反 磨 テ 呈 セ ザ ル ニ 至 リ テ 定 量 テ逐 行

ス ル コ ト ・セ リ。 「ク レ ア チ ー ン」量 ハ(8⊃Folin

氏 比 色 法 二 依 リ、 「カ ル シ ウ ム 」量 ハ(9}Kramer

undTisdal氏 法 二依 リ、 無 機 及 ビ 「エ ー テ ル 」

硫 酸 量 ハ ⑳ 秤 量 法 二 依 リ、 「グ ル ク ロ ン」 酸 ハ

Cl1)Tollens氏 法 二 糠 レ リ
。

實験 成績

實験成績 テ表示ス レバ第1表 乃至第6表 ノ如 シ。
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第1表 家 兎19959♂ 「フ チ オ コー)レ」20mg泥 射

日

一 一

尿 量

(aa)

比重 PH 蛋白
反感
還元
反感
窒素量

(9)

「ク レアチ 「カルシ 無 機

ニソ」量 ウム」量 硫 酸 量

(旦 」」鯉 璽o・9)

「エ ー テ ルJ

硫 酸 量

(H2Sq窮)

Tollen●

反 慮

3 1131 1014 8.6 一 一 1.1203 0.0576 48.3 0.1022 0.0063 十

2 135 1014 8.9 一 一 一 1.2804

一
〇.0783 50.2 0.1019 0.0093 十

1 149 1014 8.6 一 一 1.2669 0.0916 53.6 0.1103

■嘲■一■一■胴一 一

,0.0081 十

0 150 1012 8.6 口 一 1.1999 0.0870 57.1 0.0847 0.0085 十

1 68 1020 7.2 十十 柵 0.7688 0.0544 21.2 0.0723

一
〇.0185 十

2 76 1020 8.4
9

4% 一 0.9306 0.06311 8.4

一一

〇.0993 0.0064 十

3 64 102518.4 十 一 1.1549 τ 。69115.8
・-

0.1124
一
〇.0178 十

第2表 家 兎12109♂ 「フチ オ コ ーJレ」20mg注 射

量

0

尿

¢
日 比重隔 魏 灘 窒

(書)曜詳
凹

の　輻
機
量
面
酸
soゆ
の

無
硫
α

シ
量
ー

ル
へ

㎎

カ
ウ
(

3 162;1006 8.0-一 一90.74440.0405 27.7 0.0714 0.0561

2 204[008 8.1.一 一1.00590.0637 15.2 0.0835 0.0489

1
と188
1008 7.8-一 一 〇.99480。0395 16.3 0.0979 0.0766

0 203 1007 7.8-一 一1.29020.0568 15.2 0.0699 0.0531

1 63[032 6.3十 静 十畳十 〇.83790.0599 2.7 0.1399 0.0132

2 120{1014
「

7.04%一 一1.74700.0504 8.2 0.1220
■

0.0113

3 1781 1008 7.6十 一1.37060.0481 11.1 0.0917 0.0075

4 1481 1007 7.2十 一1.22660.0400 3.8 0.2638 0.0155

第3表 家 兎13409♂ 「フチ オ コ ー)レ」20mg注 射

、

日

3

一
2

一
1

一〇

一1

一2

一
3

一
4

一
5

量

の

尿

血

188

172

208

39

152

170

178

174

比 重 PH

192!101117・7

1010

v1010

1008

1034

1010

1008

1008

1010

8.0

8.1

7.8

5.6

7.2

7.4

7.6

7.2

蛋白
反感

些

什
王

+

還元
反慮

世

±

ク レ ア チ

ニ ソ」量

(9)

0.0710

0.0752

●0
.0739

0.0624

0.0538

0.0608

0.0561

0.0480

0.0678

カ ル シ ウ

ム 」量

(mg)

29.2

16.9

22.3

33.5

10.3

17.5

15.5

41.7

7.2

機
量
面
酸
so　

無
硫
但
51認0

73沮0

52コ0

58コ0

紛鴻0

肥コnO

97」bO

21加0

42認0

1エ ー テ ル」

硫 酸 量

(H2SO49)
0.0186

0.0233'

0.0155

0.0117

0.0115

0.0165

0.0229

0.0150

0.0245

第4表 家 兎16259♂ 「フ チ オ コ ー1レ」30mg注 射

日 鷹 胴 ㎞ 魏 還元 窒素量反慮(9)
㎎恥
慮
恥
反

粕

のる輻
機

量

4
9
酸
so　

無
硫
但

シ
量
)

勾

㎎

カ
ウ

(

チ
量甥
㈲

ク

212410118.6 __}_

!
0.9294 0.0670 35.8 0.0568、 ・0.0117 一 十

113610148.4 一 一 1.2309 0.0775 37.8
-31
.6

0.0631 0.0083 十
〇

014010148.4一 一 1.2267 0.0770 0.0753 0.0103 十

19610128.2十 昏十 柵 0.5407 0.0292 14.5 0.0645 0.0141 十

212010138.36%
i

一 0.6624 0.0468 20.6 0.0519 0.0106 十

一3200101218
.8十 十 一 0.8574 0.0432 6.4 0.0643 0.0092 十
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第5表 家 兎12709♂ 「フ チ オ コー ル 」30mg注 射

日

一 一層 一

2

尿量

」。。)
181

比重国
甲1

007F一 ㊨.4闘

蛋白反慮 選 元

反 患
'{
_廓 心…L_卿 マー

蟹 紫 量

(の一,-

1.0777

「ク レア チ

ニ ソ」量

(9)雫 亨 一

〇.0452

「カ ル シ 「無
ト

機1「 エ ー テ'レ」
ウ ム」量1樹 ご駿 量1硫 酸 畳

(mg)1(H2SO4幻(H2SO49)o扁關門■「 一　 一 一 『}

27・OlO・06620・0310

1 200 1009 8.2 一
一三

1.2469 0.0500 29.4 10.0542 0.0210

0 185

一
1009 8.0 一 一 1.0885 0.0481 25.8 0.0723 0.0321

1 72 1022 5.4 8% 柵 0.8392 0.0461 5.1 10 .0911 0.0357

2 84
●

1020 5.4 十十 十 LO685 0.0378 6.1 0.1475 0.0180

3 83 1016 5.4 十十 ■一 1.1968

一
〇.0274 3.7

一
〇.1651 0.0150

4 148 1011 7.6 十 一 一 0.0444 6.4 0.1251 0.0137

第6表 家 兎16309♂ 「フ チ オ コー1レJ30mg注 射

日1
尿 愚

(ca)

比重 PH 蛋白反感
還元
反慮
窒素量

(9)

「ク しノア チ

ニ ソ」最

(9)

「欝 臨慧繍 階

3 200 1008 8.2 一 一 一 1.6151 0.0860 68.110.0521;0。0176、 十

2 175 1008 7.8 一 一 1.0243 0.0452 67,210。04710.01211+
Il

1 98 1014 7.6 一 一 1.2494 0.0510 56.9iO.0778'0.01091十

0 156 1013 8.2 一 ■一 1.5168 0.0821 70.5 0,052110.01511+1

1 104 1018 7.2 朴 帯 1.1962 0.0593 1'6.7 0・1001;0・0105 、+

2 90 1010 7.8 十十 一 0.7268 0.0405111.9 0.02950。01631十
3 120 1010 7.0 3% 一 0.6502 0.0648 4.6 0。0537iO.02271

「

十

4 98 1020 6.0 什 一 0.6572 0.0804 5・-0・0922;0・0搬
一

十

1 5 124 1010 8.2 十 1一
一 0.0558 4.3iO.0677:0.0655,十

1

「フチオコー ノヒ」注射後第1日 尿 ハ黒褐 色 二攣 ジ

特 異 ノ臭氣 ラ駿 シ、酸性 二傾 キ、尿 量減 少 シ、
ノ

比重檜大 気。 蛋 白反慮、還元反磨共 二甚 ダ著 明

ニシテ、蛋 白反慮 ニ アリテハ蛋白含有量8%ラ

指示 セルモ ノアリ。第2日 尿 ニア リテハ ソノ色

彩殆 ンド常尿 二近 ヅキ還元 反慮 テ呈 スルモ ノ少

シ。第3日 尿 」リハ尿 量、 比重、PH等 殆 ンド

常尿 二復蹄 セルモ ノ多 シ。唯蛋 白反慮 ノ ミ5日

テ経 ルモ陽性 ナルモ ノア リ。

尿 中窒素量 ハ「フチオコー ル」注射後梢 ヒ減少 ス

ル ノ傾向 テ示 セ ドモ僅微 ニ シテ特記 スル テ要 セ

ズ。 「ク レアチニ ン」量 ニア リテモ亦著慶 アル ラ

認 メズ。

尿 中 「カル シウム」排泄量 二於 テハ 「フチオコー

ル」注射後著明 ノ減 少 ヲ示 シ、2分 ノ1乃 至10

分 ノ1量 二減 ゼ リ。

無 機硫 酸量 ハ 第1例 、第4例 テ 除 キ、 「エー テ

ル」硫酸量 ハ第2例 テ除 キ共 二 梢 」曾加 スル ノ

感 テ抱 ガ シムルモ 時間的及 ピ量的關係一定 セ

ズ。 「グル クロ ン」酸 量 一 關 シテハ 髪化 テ認 メ

ス.vo

尚尿 中蛋 白反癒 ノ著 明 ナル コ トヨ リ腎臓 ノ障碍

セラレタル テ豫 想 シ 「フチオコー ル」注射後24

時 間 ニ シテ之 テ病理組織 學的 二検査 シタルニ腎

臓 ハ稽 篭腫 大 シ、間質性腎炎 ニ シテ稀 二綜 毬罷

ノ侵 サル ・テモ認 メ得 タリ。

次 二余 ハ「フチオコール」注射後第1日 尿 ノ特 異

ナル還元反慮 二注 目 シ、 ソ ノ本膿 テ検索 中偶々

「フチオコール」ノ結 晶 ラ常尿 中二投 ジ ソノ強烈

ナル還元反慮 ラ呈 スル コ トラ験知 セシ ヨリ、「フ

チ オコー ル」注射後 ノ尿 中 一 現 ハル ・還元物質

ハ恐 ラク髄 内二於 テ分解 サル ・コ トナ ク
、尿 中

二排泄 セ ラレタル「フチオコー ル」二依 ルベ キテ

察 シ、 「フチオコール」ノ性質 ラ利用 シ、注射後

第1日 尿 テ酸性 二於 テ「エd--1,テル」ニ テ震 濫 シ、

酸性 水溶液 二於 テ黄色 テ呈 シ「エー テル」二移行

シ、 「エー テル」ヨリ漉性水溶液 二移行 シテ紅色

テ呈 スル モ ノラ得 、 コレテ結晶 セ シメタル ニ黄
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色 針状 結晶 ニ シテ「フチすコー ル」ト異 ナ ラザル

ラ観 タリ。然 シテ コノモ ノテ同牧 セシ後 ノ尿 一

於 テハ最早還元反 慮 テ呈 セズ。

余 ハ叉 「フチオコー ル」注射後 第1「 ・1尿乃 至 第4

日尿 ニ シテ還元反慮 テ呈 スルモ ノハ勿論、全 ク

コ レテ呈 セザルモ ノラモ酸性 トシ、 「エー テル」

ニテ振温分離 シ「フチ オコー ル」ノ況 入 ラ避 ケ、

コ レテ滴性 「バ リ,ト」水 ニ テ虎 置 シ溝液 テ盟酸

酸性 トシ煮沸分解 セ シメタルモ ノ号「エー テル」

ニテ震盈 シ、酸性 水溶液 二於 テ黄 色 テ 呈 シ「エ

ー テル」二移行 シ、「エー テル」ヨ リ滴性 水溶液 二

移行 シテ紅色 ラ望 λルモ ノテ得 タリ。 コレ恐 ラ

ク硫酸抱合物 トシテ 排泄 セ ラレタル 「フチ オコ

ール」ナルベ シ
。 術 「フチ オコール」ガ硫 酸抱 合

物 トシテ排泄 セ ラル ・時 ハ「エー テル」硫 酸ll是ノ

増加 ラ認 メ得 ベキナ リ.然 レ ドモ 肚記余 ノ實施

シタル言式瞼 二 方全テハ 「フチオコー ル」20壇e、30

雁 テ使 用 シタルニ 過 ギザル テ以 テ、 「フチオコ

ール」ノ分子量 ヨリつ レニ結合 スベキ 硫酸 畦ヲ

推考 ノ・ルモ、 ソノ生理的動揺範閲 内 二留 リテ、

「エー テル」硫酸一胱 ノ塀加 テ検 出 シ得 ザ リシバ寧

ロ理 ノ常然 ナ ラ ン。

結 論

健康家 兎 二「フチオ コー ル」ラ注射 スルニ、第1

日尿 ハ黒褐 色 二攣 ジ、尿量著 シク減少 シ、酸性

二傾 キ、蛋 白反慮、還元反慮共 二著明 ナ リ.尿

中「カル シウム」量 ハ 減 少 シ、無機及 ピ 「エー テ

ル」硫 酸量 ハ檜 加 ノ傾向 ラ示 シ、 窒素量、 「クレ

アチニ ン」量、 「グル クロ ン」酸量等 二 向 ヒテハ

注 目 入ベ キ攣化 テ招來 セズ、 注射 セ ラレタル

「フチ オコー ル」バー部 ハ ソノ儘尿 中 二排泄 セ ラ

ル ・モ、一部 ハ恐 ラク硫 酸抱 合物 トシテ排泄 セ

ラルベ シ。

稿 テ終 ルニ臨 走、今村教授,西 垣博 士 ノ御

指導御校閲 テ深謝 ス。
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